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普通科課題研究 実施要項（抄） 
 

１ 目的 

社会や自然の事物・現象に興味・関心をもちながら、生徒が主体的に探究活動を行う

ことにより、これからの社会で求められる課題解決力を身に付けさせることができる。

さらに探究活動をとおして、思考力・判断力・表現力を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 対象 

普通科１年次生（１年１組から１年４組まで） 

 

３ 日程 

月日（曜日） 内  容（担  当） 会 場 

１０月９日 

（水） 

課題研究の進め方（ ） 

○ 課題研究の取組

方（仮説の立て方、

研究調査の方法）。 

〇 アンケート調

査をもとに決定

したグループの

メンバーを発表

する。１グループ４人を基準とする（１クラス９グ

ループ）。 

〇 調査・研究の方法、発表の形態について説明する。

なお、発表の形態はポスター発表とする。 

〇 昨年度の第５回山口県立下関西高等学校探究学習

体育館 

表現力 
の向上 

 

社会や自然の事
物・現象を多様な
視点から観察し課
題を発見する力を
身 に 付 け る 。 

２年次 

 

発表する技能を 

身に付ける。 

１年次 

課 題 解 決 力 
の 向 上 

課
題
を
発
見 

 

基礎探究Ａの
様々な活動で
培った研究の手
法を実践する。 

１年次 

 

１年次に身に付
けた力を生かし
ながら、課題解
決に挑戦する。 

２年次 

 

成果を表現する力 
を身に付ける。 

２年次 
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生徒研究発表会で最優秀賞と優秀賞を受賞した作品

を４階廊下に掲示するので、よく見ること。 

１０月１６日 

（水） 

班別研究（副担任） 

〇 研究テーマ、研

究計画を提出す

る。 

〇 文献、ホーム

ページでの調査

を基本とする。 

各ホーム

ルーム 

教室 

１０月３０日 

(水) 

班別研究（副担任） 

○ 中間報告会に向けてスライドを作製する。 

※ Ａ４サイズの用紙に手書きしたものを、ＰＤＦ化

し、プロジェクタに投影する（Ｇｏｏｇｌｅスライド

を使用したい研究班は、申し出ること。）。 

※ 手書きでスライドを作る際、５ｍｍ程度の余白をと

ること。 

※ 次の内容で、３～４枚にまとめこと。 

・ 研究のテーマ 

・ どのようなことに疑問をもったのか（課題の発見） 

（研究テーマを具体的に説明する） 

・ どのように研究するのか（解決策） 

・ どのような結果が予想されるのか（仮説） 

※ スライドは、１０月３０日（水）の基礎探究Ａの授

業終了までに、副担任に提出する。 

※ 中間報告会まで、１か月間授業がない。研究は進め

ておくこと。 

各ホーム

ルーム 

教室 

１２月４日 

(水) 

中間報告会（副担任） 

○ １班２分で発

表する。 

○ 生徒は相互評

価を行う。 

○ 先生方も評価

に参加する。 

各ホーム

ルーム 

教室 

１２月１８日 

(水) 

班別研究（副担任） 

○ 班ごとに研究する。 

 

各ホーム

ルーム 

教室 

冬季休業中 班別研究 

〇 学校外の施設を訪問して調査をする場合は、冬休み

期間中を活用する。 

随 時 

１月１５日 

（水） 

１月２２日 

(水) 

班別研究（副担任） 

○ 班ごとに研究する。 

○ ポスターのレイアウトを考えながら研究を進める。 

各ホーム

ルーム 

教室 
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１月２９日 

(水) 

○ 発表用のポスターを作製する。 

※ Ａ３サイズで作成し、ＰＤＦ化したのち、大型プ

リンターでＡ０サイズとする。 

※ ポスターは５ｍｍ程度の余白をとること。 

※ ポスター

は、１月２９

日（水）基礎

探究Ａの授

業終了まで

に、各クラス

の副担任に

提出する。 

〇 発表練習 

各ホーム

ルーム 

教室 

２月７日 

(金) 

発表練習会（ ） 

○ 他のクラスの

生徒に、発表を

聞いてもらい、

アドバイスをい

ただく。 

 

体育館 

２月１２日 

（水） 

クラス別発表（副担任） 

〇 １班５分で

発表する。 

〇 生徒は、相互

評価を行う。 

○ 先生方も評

価に参加する。 

 

各ホーム

ルーム 

教室 

 

４ 準備物 

研究期間中 

各自のタブレットを持参すること。 

１２月４日（水）、２月１２日（水）の基礎探究Ａの時間 

タイマー（発表時間計測用）、評価表（教員）、相互評価表（生徒）、マグネット 

 

５ その他 

（１）第６回山口県立下関西高等学校探究学習生徒研究発表会での発表について 

先生方が行った評価及び生徒が行った相互評価をもとにして、令和７年３月１６日

（日）に本校で開催を予定している「第６回山口県立下関西高等学校探究学習生徒研

究発表会」のポスターセッションで発表するグループを決定する。 

（２）探究学習生徒発表会にクラス代表として発表するグループの数 

発表するグループは、１クラス４グループを予定している。 
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三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形



8



基礎探究Ａ 課題研究 研究計画書 

年・組・班 １年  組  班 班長  

グループの

メンバー 
 

研究テーマ  

研究の目的

や内容 
 

研究の仮説  

研究計画 

月日 調査・研究の内容 担当者 
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長方形



12

三池　将隆
長方形



13

三池　将隆
長方形



14

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形

三池　将隆
長方形



15

三池　将隆
長方形
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三池　将隆
長方形
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